
 

 

 

 

 

 

一迫商業高等学校 販売実習売上金寄付について 

 

一迫商業高等学校は、平成１７年に文部科学省より日本版デュアルシステムの指定を受

けて２０年間にわたり『販売実習・企業実習・起業家研究』の実践に取り組んでいます。 

販売実習では、年間をとおして担当生徒が販売店へ直接交渉し、全国各地より仕入れた

おすすめ商品、また県内商業高校生が地元企業とコラボした商品などを栗原市内で販売し

てきました。 

収益金については、担当した生徒が検討し、各所へ寄付しておりますが、今年度は『地

域の方々の協力で得た収益金は、地域へ還元し栗原市の後輩たちのために使ってほしい』

との思いから全額を栗原市に寄付することとしました。 

つきましては、下記の日時に寄贈式をすることとなりましたので、報道機関の皆様にお

かれましては、ぜひ取材してくださるようお願いします。 

 

記 

１ 日 時  令和７年１月２４日（金曜日） 午後４時より 

 

２ 場 所  栗原市役所本庁舎 

栗原市築館薬師一丁目７番１号  0228-22-1122 

 

３ 出席者  栗原市長 佐藤 智 様 ほか 

        本校生徒 

 

 

 

  

 

記 者 発 表 資 料 
令 和 ７ 年 １ 月 ２ ３ 日 
宮 城 県 一 迫 商 業 高 等 学 校 
担当：教頭 加藤 
電話：0228-52-4112 
Mail：ichisho@od.myswan.ed.jp 

デュアルシステムとは、地域産業界と学校が連携を図りながら共同で将来有為な人材を

育成することを目的として活動しており、本校は地域社会や県の協力のもと継続して活動

し、平成２５年にはキャリア教育優良学校文部科学大臣表彰を受けました。 


